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テーマ2：原子力分野の学びの機会拡大

①原子力教育人材確保、教授人材の確保
原子力の利用、応用に関する知識や、考える機会を多くの人が得られるような社
会を目指すために必要な人材に関する議論
原子力分野の魅力を伝えるために必要な教授人材に関する議論

②原子力の専門教育
原子力専攻の学生が、受講すべき科目、就職で求められる教養に関する議論

③原子力における夢
子どもたちが原子力分野に興味を持ち、学びたいと思うような、夢のある技術を社
会に発信するために必要なことに関する議論
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パネリスト
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高専における原子力分野の人材育成と
教授人材の必要性
• 高専における原子力人材育成

• 以前から関連分野の教員はそれなりに存在→それぞれが活動
• 文科省・国際原子力人材育成イニシアティブ事業により高専全体としての人
材育成が活発化

• H22年度（2010年度）：33高専で開始→その後、全高専へ
• 福島第一原発事故により関心の高まり→会合参加者も増加した印象
↔事故の記憶が薄れるとともに参加者がやや減少傾向

• 中心となる人材の高齢化・退職
• H22年度から11年→54才だった担当教員が65才に=再雇用後の退職
• 高専生は研究室指導教員や担任の勧めにより実習等に参加する例が多い
• 来年度以降、若手・中堅の原子力・放射線分野の教員に参画を促すなど、
担当教員の確保が必須
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初等・中等教育＋高専での教授人材育成を

• 原子力技術の未来：大学・研究所・企業で働く人材が重要

↔ 大学・研究所・企業で原子力に従事する気にさせるには、

初等・中等教育・高専で理解を促すことが必要

• 担任・指導教員の原子力に関する理解が重要

• 初等・中等教育における教員育成：教員免許の取得が必要

→ 原子力系専攻から小中高の教員育成は難しい？

→ 大学等（＋高専）による初等・中等教育へのアウトリーチが重要

• 高専教員の育成：大学・研究所・企業からでも就職可能

→ 研究開発だけでなく、教育にも熱意のある方を高専教員に
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実験・実習設備

原子力教育の維持

研究炉を用いた実験、他大学、外部機関の施設利用
研究用実験施設の教育での利用

領域横断型教育
大学院での複数専門の取得

専門の幅

教育機会、教育の質維持のための工夫
遠隔・オープン教材（大規模公開オンライン講座、オープンコースウエア）

他大学、他機関教員と講義の協力 （大学連合）
大学内他分野の教員と講義の協力
国家試験に絡めた講座（原子炉主任技術者試験講座）
一貫教育
社会連携

高等教育関係者による意見交換会（2020年9月実施）



欧米のグッドプラクティス：教育管理（教育）
・どういう人材を作ることを目指して教育しているか
・上記を国内外に示すことで企業・研究所へ周知し、留学生を勧誘する

講義カリキュラム・シラバス作成 育てたい人材を明確化したカリキュラム
（教員の異動に左右されないカリキュラム）
学生各自が設計
内部機関・外部機関のチェック

講義実施

レポート・テスト実施

履修生へ評価提示

講義の履修順の指導、管理：事務系の人活用
（マニュアル化によって誰でも指導、管理可能）
講義後のフォロー、習熟度確認：TA活用
講義評価、教員評価の実施、結果のフィードバック

レポートの早期返却：TA活用
（次のレポート課題への反映に間に合うタイミング）
テスト後面談
育てたい人材スキルに達しているか確認

学生フォロー：TA活用
学生面談
単位取得の厳格化
成績は進学・就職・インター等に利用
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大学・高専への期待について
高等教育段階で学生に身に付けさせたい項目
現場でモノに触れる経験だけでなく、どのように管理しているか、という視点
文章にまとめる能力、伝える能力
国家資格への挑戦（国家資格の勉強はその分野の全体像を把握するのに役立つ）
主体的に考えて行動する習慣
複数人で作業する際の協調性
正しい情報を集める能力
失敗を経験し、試行錯誤する経験
福島事故の状況・現状を知ること、使命感

高等教育分科会・実務段階人材育成分科会意見交換会（2021年12月実施）
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